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第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異 

並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 29年３月 14日に公表いたしました平成 30年１月期第２四半期累計期間（平成 29年２

月１日〜平成 29年７月 31日）の業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下

記のとおり、お知らせいたします。また、第２四半期累計期間の実績等を踏まえ、通期業績予

想(連結・個別)を修正いたします。 

 

記 
 

１．連結業績予想値と実績値との差異並びに連結業績予想値の修正 について 

 (1) 平成 30年 1月期第２四半期(累計)連結業績予想値と実績値との差異（平成 29年２月１日〜平成 29年７月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円     円 銭 

前回発表予想(Ａ) 9,400 120 103 79 8.30 

実績値(Ｂ) 9,129 97 78 8 0.86 

増減額(Ｂ－Ａ) △271 △23 △25 △71  

増減率(％) △2.9 △19.2 △24.3 △89.9  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 29年１月期第２四半期) 
9,757 △27 △42 △238 △24.96 

  

(2) 平成 30年 1月期通期連結業績予想値の修正（平成 29年２月１日〜平成 30年１月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円     円 銭 

前回発表予想(Ａ) 19,171 244 221 152 15.92 

今回修正予想(Ｂ) 18,837 229 199 84 8.82 

増減額(Ｂ－Ａ) △334 △15 △22 △68  

増減率(％) △1.7 △6.1 △10.0 △44.7  

(ご参考)前期実績 

(平成 29年１月期) 
19,715 △71 △102 △495 △51.77 

 



２．個別業績予想値と実績値との差異並びに個別業績予想値の修正について 

(1) 平成 30年 1月期第２四半期(累計)個別業績予想値と実績値との差異（平成 29年２月１日〜平成 29年７月 31日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円       円 銭 

前回発表予想(Ａ) 8,032 103 80 8.37 

実績値(Ｂ) 7,874 80 9 0.95 

増減額(Ｂ－Ａ) △158 △23 △71  

増減率(％) △2.0 △22.3 △88.8  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 29年１月期第２四半期) 
8,366 △43 △256 △26.80 

 

(2) 平成 30年 1月期通期個別業績予想値の修正（平成 29年２月１日〜平成 30年 1月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円       円 銭 

前回発表予想(Ａ) 16,394 218 152 15.88 

今回修正予想(Ｂ) 16,243 192 81 8.51 

増減額(Ｂ－Ａ) △151 △26 △71  

増減率(％) △0.9 △11.9 △46.7  

(ご参考)前期実績 

(平成 29年１月期) 
16,947 △104 △467 △48.79 

 

３． 修正の理由（連結・個別） 

第２四半期累計期間の売上高につきましては、美術・宝飾関係の実績が計画値を下回ったことな

どにより、前回発表値を下回る結果となりました。利益面につきましては、販売費及び一般管理費

の削減に努めましたが、売上高の減少を補うには至らず、営業利益及び経常利益ともに前回発表値

を下回りました。更に、親会社株主に帰属する四半期純利益（または四半期純利益）につきまして

は、平成 29年６月 13日付「第三者委員会の調査報告及び当社の対応について」で公表いたしまし

た商品の不正転売事故に伴う貸倒引当金繰入額及び第三者委員会等の特別調査費用等を特別損失

に計上したことにより、前回発表値を下回る結果となりました。 

通期業績予想につきましては、当第２四半期累計期間の業績及び今後の動向を踏まえ、売上高並

びに各利益段階において、前回発表値を下回る見通しであります。 

 

(注) 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  

 

以 上 


